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令和７年度「障害者の文化芸術活動の実施状況調査」
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〇概要

・調査目的：全国の障害児・者の文化芸術活動（鑑賞及び鑑賞以外）の実施状況やニーズを把握し、今後の施策の検討のための
基礎情報を得ることを目的とする。

・調査対象：  ・男女７歳以上（※7歳～15歳は代理回答）
  ・障害者自身、または家族に障害者がいる人
 

・実施期間：令和７年9月４日～９日

・調査方法：インターネット調査

・対象人数：2,072人

・調査項目：  ①障害者の基本情報（障害の種類、障害福祉サービスの利用状況など）
  ②文化芸術活動（直接鑑賞）の実施状況
  ③文化芸術活動（鑑賞以外：創造・発表等）の実施状況

④障害者文化芸術推進法及び基本計画の認知状況

・そ の 他：本調査は「障害者の文化芸術活動の実施状況調査」（令和３年度、文化庁）を参照し、一部調査項目を修正のうえ
調査を行ったものである。

※本資料は、令和７年度「障害者の文化芸術活動の実施状況調査」の速報値に基づき作成しているため、今後修正の可能性あり。
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 2024年に文化芸術を直接鑑賞した割合は50.6%。
 2020年のコロナ禍における割合（26.4%）からは回復している状況。

※本資料は、令和７年度「障害者の文化芸術活動の実施状況調査」の速報値に基づき作成しているため、今後修正の可能性あり。

○文化芸術を直接鑑賞しなかった理由
 主な理由は、「近くで実施していない（19.7%）」、「費用がかかる（19.3%）」、「関心がない（18.9%）」。

○文化芸術の直接鑑賞経験

Q：２０２４年の１年間に、コンサートや美術展、映画、歴史的な文化財の鑑賞、アートや音楽のフェスティバル等の文化芸術を直接鑑賞したことはありますか。
該当するものをすべて選んでください。

Q：文化芸術活動を鑑賞しなかった理由はどのようなものですか。該当するものをすべて選んでください。
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 ４年前（2021年頃）と比較して、「以前より直接鑑賞しやすくなった」人は全体で24.1%。「あまり変わらない」が36.4%。

※本資料は、令和７年度「障害者の文化芸術活動の実施状況調査」の速報値に基づき作成しているため、今後修正の可能性あり。

○直接鑑賞がしやすくなった要因
 「車椅子席や多目的トイレなど、障害に配慮した設備が整っていた（50.9%）」、「出入口や館内の段差がなく、スロープやエレベーター

などでスムーズに移動できた（39.5％）」、「スタッフの方の配慮が行き届いていて、安心して快適に鑑賞できた（34.7%）」

○直接鑑賞のしやすさ

Q：前問で「以前より、直接鑑賞しやすくなった」「ややしやすくなった」とお答えの方にお伺いします。
障害のある方が文化芸術を直接鑑賞しやすくなったのは、どのような点によると思いますか。該当するものをすべて選んでください。

Q：４年前（２０２１年頃）と比較して、障害のある方にとって文化芸術を直接鑑賞することは、以前よりもしやすくなったと感じますか。

24.1%
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 2024年に鑑賞以外（創作・発表等）の文化芸術活動を行った割合は15.3％。
 2020年のコロナ禍における割合（11.2%）からは回復している状況。

※本資料は、令和７年度「障害者の文化芸術活動の実施状況調査」の速報値に基づき作成しているため、今後修正の可能性あり。

○鑑賞以外の文化芸術活動を実施しなかった理由
 主な理由は、「経済的な余裕がないから（18.5%）」、「文化芸術活動に関心がないから（16.4%）」、「時間がないから（11.5%）」

○鑑賞以外の文化芸術活動の実施経験

Q：２０２４年の１年間に、鑑賞以外に、下記のような文化芸術活動を実践したり参加されたことはありますか。行ったものをすべて選んでください。
Q：前問でお答えいただいた、鑑賞以外の文化芸術活動について、どのように実践・参加されましたか。それぞれ該当するものをすべて選んでください

Q：２０２４年に鑑賞以外の文化芸術活動を行わなかった理由はどのようなものですか。理由となるものをすべて選んでください。
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 ４年前（2021年頃）と比較して、「以前より実践・参加しやすくなった」人は全体で22.3%。「あまり変わらない」が36.0%。

※本資料は、令和７年度「障害者の文化芸術活動の実施状況調査」の速報値に基づき作成しているため、今後修正の可能性あり。

○鑑賞以外の活動がしやすくなった要因
 「福祉施設で、作品をつくったり発表する場があった（22.1%）」、「自分の作品を、くわしい人に見てもらって、しっかり評価してもらえた

（20.9％）」、「地域の施設や団体に、創作や発表のことを相談できる場所があった（20.7%）」

○鑑賞以外の活動のしやすさ

Q：問で「以前より、実践・参加しやすくなった」「ややしやすくなった」とお答えの方にお伺いします。障害のある方が、鑑賞以外の文化芸術活動（創作・発表・販売・交流など）について、
実践、参加しやすくなったと感じた理由をすべて選んでください。

Q：４年前（２０２１年頃）と比較して、障害のある方にとって、鑑賞以外の文化芸術活動（創作・発表・販売・交流など）の実践や参加することは、以前よりもしやすくなったと感じますか。

22.3%
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 直接鑑賞における合理的配慮を求めた割合は32.8%。

※本資料は、令和７年度「障害者の文化芸術活動の実施状況調査」の速報値に基づき作成しているため、今後修正の可能性あり。

○法律の認知状況
 障害者文化芸術推進法の認知率は16.9%。

○合理的配慮を求めた経験

Q：前問で「ある」と答えた方にお伺いします。求めた合理的配慮について、適切な対応がとられましたか。

Q：文化芸術活動を直接鑑賞するにあたり、文化施設等に対して、いわゆる「合理的配慮※」を求めたことはありますか。※「合理的配慮」とは、障害のある方から、社会的障壁（社会の中
にあるバリア）を取り除いてほしいという意思が示されたときに、行政機関等や事業者がその人の特性や状況に合わせて調整したり変更したりする対応のことを指します。

 求めた合理的配慮について、適切な対応がとられた割合は87.1%。
○適切な合理的配慮の経験

(1,048)
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Q：文化芸術活動を通じた障害者の個性と能力の発揮及び社会参加の促進を図ることを目的とする、「障害者による文化芸術活動の推進に関する法律（障害者文化芸術推進法）」について
知っていますか。

○計画の認知状況
 障害者文化芸術活動推進基本計画の認知率は15.4%。

Q：障害者文化芸術推進法に基づき、関係する施策の総合的かつ計画的な推進を図るために策定された「障害者による文化芸術活動の推進に関する基本的な計画」について知っていますか。

(2,072)

n=

全体 16.9 83.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(2,072)全体
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15.4 84.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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4
ある ない

4
ある ない
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R6.10.1時点 （参考）R5.10.1時点

策定済団体数 策定率 策定済団体数 策定率

都道府県 41 87.2% 36 76.6%

政令指定都市 13 65.0% 12 60.0%

中核市 30 48.3% 26 41.9%

その他市町村 157 9.4% 125 7.5%

単独の計画として策定 千葉県、滋賀県

文化政策の計画の一部に位置付け 岩手県、宮城県、山形県、茨城県、静岡県、京都府、島根県、福岡県、宮
崎県、鹿児島県、沖縄県、仙台市、川崎市、堺市、神戸市

障害者施策の計画の一部に位置付け
青森県、秋田県、福島県、群馬県、富山県、福井県、山梨県、長野県、岐
阜県、愛知県、三重県、大阪府、兵庫県、奈良県、鳥取県、岡山県、広島
県、山口県、徳島県、香川県、愛媛県、熊本県、大分県、千葉市、横浜市、
名古屋市、岡山市

文化政策と障害者施策の両方の計画に位置付け 北海道、栃木県、埼玉県、神奈川県、高知県、札幌市、相模原市、静岡
市、京都市、福岡市

（参考）都道府県、政令指定都市における計画の位置づけ

出所：文化庁「令和６年度地方における文化行政及び令和５年度文化関係経費の状況について（令和７年５月）」に基づき作成

○地方公共団体における「障害者による文化芸術活動の推進に関する法律」に基づく計画の策定状況
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１．調査結果について
 全国の障害者の文化芸術活動（鑑賞及び鑑賞以外）は、概ねコロナ禍以前の状況に回復している。
（特に鑑賞についてはコロナ禍以前より多くの方が行っている）
 鑑賞に関しては、文化施設における設備が整っていることや、スタッフの配慮が行き届いていることなどを理由として直接鑑賞を行う方が増え、

昨今のバリアフリー推進や改正障害者差別解消法の施行に伴う合理的配慮の義務化などにより、社会全体として環境整備が進んでいる
ことが伺える。

２．今後の課題
 一方で、文化芸術活動の実施にあたっては、関心の低さや近くで実施していないなど、環境的ハードルや経済的ハードルが課題として挙げ

られていることから、これらに対する支援策の在り方について、今後の検討課題と考えられる。
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